
 

 

入職のご挨拶と自己紹介 

 

情報電気部門 高橋洋平 

 

 

１．はじめに 

 平成 30 年度より，群馬大学で技術職員として勤務を開始した高橋洋平と申します。この

場をお借り，皆さまに，入職のご挨拶を兼ねた自己紹介をさせて頂きます。 

 

２．略歴 

 1987 年生まれ，出身は群馬県高崎市です。2010 年に群馬大学工学部電気電子工学科（当

時）を卒業，大学院に進学，2012 年に修士課程を修了しました。在籍していた研究室では，

石川教授，栗田助教（当時）の指導の下，磁気浮上式補助人工心臓の研究に携わりました。

大学院修了後は，森永製菓株式会社と日立オートモティブシステムズ株式会社の 2 社で技

術職として 6 年間勤務，今年度より群馬大学に入職し，現在に至ります。 

 

３．学生時代 

 学生時代の研究内容を紹介します。研究テーマは「磁気浮上式補助人工心臓の開発」で

す。海外の大学や病院と共同で，長期間の体内埋込が可能な補助人工心臓の開発を行いま

した。血液は摩擦や熱に弱く，接触部のある機械的な軸受は血液ポンプに向きません。そ

こで，磁気的な力で非接触支持・回転が可能な磁気浮上技術を応用した血液ポンプの開発

を行いました（＋単体の装置で両心室補助が可能な独自構造）。動物を用いた実証実験で

は良好な結果も得られ，現在も製品化を目指しプロジェクトは継続しています。 

 

４．社会人 

新卒で入社した森永製菓（菓子・食品）では，チョコレートやキャンディの製造部門で，

生産系技術職として 2 年 3 カ月間勤務しました。その間に製造オペレータや設備保全，ま

た新工場の立ち上げなど，短い間でしたが，様々な業務に携わることができました。 

 次に入社した日立オートモティブシステムズ（自動車部品）では，ソフトウェア設計開

発職として 3 年 8 カ月間勤務しました。同社は様々な自動車部品を製造しており，私は ECU

（Engine Control Unit）の組込みソフトの開発業務を担当しました。ここでは業務知識は

勿論，組織，プロセス，安全など，多くのことを学ばせて頂きました。 

  

５．現在と今後の展望 

 現在は，情報電気部門の技術職員として，主に電気電子コースの学生支援・研究支援を

行っています。これまでに学んだ知識や経験を生かす機会も多く，充実した日々を送って

います。今後の展望は，より専門性を高め，業務に付加価値を付けていきたいと考えてい

ます。皆さま，今後ともよろしくお願い致します。 


